
10月3日（土）　2026年度秋季リーグ戦第５節１回戦

【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 計

阪公大 0 5 0 0 1 1 3 10

阪南大 0 0 1 2 0 0 0 3

【打者成績】 【打者成績】
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1 中 根来 4 3 1 2 1 遊 榮 3 4 2 1

2 遊 林 3 4 0 0 2 二 髙橋 3 3 0 0

3 二 荻沢 3 3 1 1 3 右 澤田哉 2 3 0 0

4 左 前田 4 3 1 1 4 捕 中濱 4 2 1 0

5 右 野田 3 1 0 0 5 一 中村 2 3 1 0

6 一 菱田 3 2 1 1 6 左 山西 1 1 0 0

7 指 田中創 4 2 0 0 7 指 大倉天 4 3 1 2

8 三 田中大 3 4 2 2 8 中 荻野 2 3 1 0

9 捕 小田 3 2 0 1 9 三 鈴木 2 3 1 0

投 𠮷岡 4 – – – 投 坂下 2 – – –

片山 4 – – – 菅 2 – – –

山本 4 – – – 中澤 1 – – –

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点 松下 2 – – –

1 7 4 2 2 24 6 8 三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

2 4 0 3 3 25 7 3
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【投手成績】 【投手成績】
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𠮷岡 4 78 18 16 6 0 2 3 3 坂下 1 1/3 37 10 7 3 0 2 5 1

片山 1 25 4 3 0 1 1 0 0 菅 4 63 17 13 2 0 3 2 1

山本 2 29 7 6 1 1 1 0 0 中澤 1 16 5 1 0 0 2 2 2

合計 7 132 29 25 7 2 4 3 3 松下  2/3 13 3 3 1 1 0 1 1

合計 7 129 35 24 6 1 7 10 5

【戦評】

いよいよ迎えた最終節。勝ち点を掴み少しでも上の順位で終われるよう、チーム全員で心一つに挑みました。

初回、攻撃では荻沢（経３・富山県立高岡）が安打を放ちますが、後続が倒れ得点には至りません。

一方の先発は吉岡（法４・大阪明星）。先頭打者に安打を許すと、その後四球もあり二死二三塁のピンチを背負いますが、粘り強く無失点に抑えます。

続く２回表、早速試合が動きます。先頭から二者連続で四球を選ぶと、田中創（法４・金沢桜丘）の犠打に失策が絡み無死満塁。田中大（経３・彦根東）がスタメン起用に応える適時打を放ち、１点を先制します。さらに小田（医

３・一条）の内野ゴロの間に１点、根来（経４・府立生野）の２点タイムリーなどで、この回計５点を奪い取ります。

大量援護をもらった吉岡は、味方の堅守に支えられながら粘り強い投球を見せます。しかし、３回に２本の安打で１点を失うと、４回には本塁打を浴び２失点。２点差まで詰め寄られ、この回でマウンドを降ります。後を受け、５回

のマウンドに上がったのは片山（生４・府立池田）。四球で許した走者に得点圏まで進まれますが、直球勝負で得点を与えません。

一方、リードを広げたい打線は５回、荻沢が相手の失策を誘い出し一気に三塁へ。続く前田（現４・須磨学園）が適時打を放ち、１点追加します。さらに６回表、先頭の菱田（農３・関西大倉）が四球を選ぶと、田中大がレフト線ギ

リギリへ適時二塁打を放ち、菱田が生還します。

６回裏からは山本（文４・清教学園）が登板。先頭から安打、四球と走者を背負いますが、冷静な投球でピンチを切り抜けます。

７回表、荻沢が四球、前田が失策で出塁すると、野田（現３・須磨学園）の犠打で一死二三塁とチャンスを拡大。ここで菱田にも適時打が飛び出し、１点を追加します。また、相手投手の暴投で一気に２人の走者が生還し、相手を大

きく突き放します。

その裏、続けて山本がマウンドに上がり、テンポ良く相手打線を抑えます。また、林（工３・大阪明星）のスーパープレーも飛び出し、三者凡退で試合終了。１０－３で勝利いたしました。


